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バングラデシュにおける病院（Labaid 病院）の周産期医療周辺情報

バングラデシュ／周産期医療／2.医療・公衆衛生>治療方法・体制／医療機関区分と施設数・病床数／ 5.キーパーソン・協力先>提携先医療機関

出所）H30年度・グリーンホスピタルサプライ株式会社「バングラデシュにおける医療サービス事業参画型プラットフォームによる国際ヘルスケア拠点構築プ

ロジェクト」事業報告書p.13-14

a．病院概要

Labaid 病院（300 床）は中高所得者層をターゲットとする私立病院である。また、複数の検査センターを有する検

査チェーン企業でもある。分娩室・NICU を視察した。助産師は不在である。

b．分娩室

1 分娩室を完備し、1 日平均2～3 件の経腟分娩を行っている。CTG モニターが設置されていたが、使用頻度は低い

とのことであった。分娩介助は基本的に医師が行う。分娩台は2台あり、カーテンにより仕切られていた。分娩や帝

王切開の手技は確認できなかった。

c．NICU

NICU には2 台のオープン型の保育器、人工呼吸器があった。人工呼吸器管理も可能であり、設備は整っていた。輸

血やレントゲン等も可能とのことであった。


